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学校評価結果(経年比較)及び考察 R6→R7 錦町立木上小学校

１　教育方針・目標の理解

。

２　充実した学校生活

３　授業づくりの工夫

４　主体的な学習態度

そう思う どちらかというと あまり そう思わない
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学校の教育方針・目標の理解の肯定的評価は

高い。保護者・児童で否定的評価が少なくなる

ように，今後も保護者・児童に機会を設けなが

ら，分かりやすくしっかりと伝わるような手立

てが必要である。共通理解を図りながら，学校

総体としてアピールをしていく。

全体では肯定的評価が増えている。しかし保

護者・児童に否定的評価が見られる。原因を探

るとともに，児童の「充実した姿」を求めて，

学校生活が充実するような取組の工夫をし，目

標設定をさせることを進める。それをクリアし

て達成感を味わった児童の姿を見届けていくと

ともに，保護者へ伝わるような手立てが必要で

ある。また，「そう思わない」意見への早急な

個別の対応も重要である。

肯定的評価が大半を占めるが，保護者の否定

的評価が確認でき，課題である。自由参観等，

授業を公開する機会では，特に保護者に工夫し

た授業づくり，わかる授業，丁寧な授業への取

組を理解してもらうことが必要である。成長し

た児童の姿を認識していただくためには，まず

は教員の個々の授業力の向上である。学校総体

で校内研修や日々の授業力向上プラン，管理職

による授業観察を更に進め，授業改善をしっか

りと実践していくことが必要である。

（保）ワースト３。昨年度ワースト１であった。

どの対象も数値の向上が見られるが，保護者・児童

ともに否定的評価が見られる。児童にとって自己に

厳しい評価ともいえるが，主体的に学んでいること

を実感させるための教師側の適切な指導，保護者へ

のアピールが求められる。保護者に対しては，今後

も継続して児童の主体的な活動，意欲的な姿を通

信・ホームページ・授業参観等で紹介していく。

「自ら課題を見付け，学び，考え，主体的に判断し，

よりよく問題を解決する」といった問題解決学習に

継続して取り組んでいくことが必要である。
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学校評価結果(経年比較)及び考察 R6→R7 錦町立木上小学校

５　郷土愛の醸成とキャリア教育の推進

６　道徳、心の教育の充実

７　あいさつ、礼儀の励行

８　一人一人の児童の尊重
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おおむね肯定的評価が多いが，保護者の一部

に否定的評価が見られる。キャリアパスポート

でのコメント等，協力を得ながら取組の理解を

得ていくとともに教職員も指導計画に沿った育

成を意識しながら指導を進めていく。教職員の

数値が低下しており，郷土愛に関する学習や

キャリア教育に対しての改善を進めていく取組

が求められる。また，中学校とも連携を図りな

がらキャリアパスポートの共通理解，実施を推

進していく。

保護者・児童とも肯定的評価が増える中，保

護者の否定的評価が１割弱見られる。原因を探

るとともに，道徳教材の家庭での親子読書等の

取組を今後も継続し，家庭へ啓発していくこと

が必要である。また，教職員の「そう思う」数

値が向上するように，教職員が強く意識して，

道徳科の時間を中心としたすべての教育活動に

おいて，心の教育の充実を図っていかなければ

ならない。

（保）ワースト１。保護者・児童は「家・地

域」でのあいさつ，教職員は「学校」でのあい

さつで調査。否定的評価が見られる。また，児

童との意識には差が見られる。担当を中心とし

た生徒指導等により校内でのあいさつの向上は

もとより，地域・家庭でのあいさつの向上に向

けての取組が必要である。今後，この結果を学

校全体で真摯に受け止め，認め・ほめることを

継続して推進していく。

保護者・児童に否定的評価が一定数見られる。

心のアンケートや教育相談，面談等を行っている

が，より丁寧な実態把握，児童に寄り添った対応，

チームによる適切な対応を心がけて実践していか

なければならない。現在行っている定期的な実態

把握アンケートを継続し，よりきめ細かな対応が

求められる。また，保護者との連携も更に密にす

る必要がある。更に教職員は教育的愛情をおろそ

かにせず，自信をもって「そう思う」と回答でき

るだけの矜持をもたなければならない。
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学校評価結果(経年比較)及び考察 R6→R7 錦町立木上小学校

９　友だちへの思いやり

１０　学校行事への参加と工夫

１１　児童理解

１２　規範意識
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全体的には肯定的評価が多数を占め，「そう

思う」数値の向上も見られる。保護者での否定

的評価も見られなくなった。課題としては児童

に一定の否定的評価があり，このことを真摯に

受け止め，原因を解明するとともに，丁寧な説

明，対応が必要である。引き続き学校全体で児

童の人権意識を高める取組を一層強化していく

必要がある。

肯定的評価が多い中，保護者の否定的評価が

あり，学校行事の更なる工夫・改善が求められ

る。児童の「そう思う」割合が増え，満足度の

高まりが見られる。今後は，保護者・職員の

「そう思う」割合の増加を目指していく。参加

しやすい魅力ある行事にすべく内容や雰囲気づ

くりを更に工夫し，充実させていく。

まずは，教職員が教育的愛情をおろそかにせ

ず，自信をもって「そう思う」と回答できるだ

けの矜持をもたなければならない。保護者・児

童・教職員の「そう思う」割合が増えており改

善されてきているが，否定的評価が見られ課題

である。少なくとも否定的評価がなくなること

を目指す。学校内で職員全体でも児童理解の時

間を設けて取り組んでいるが，その取組がしっ

かりと伝わるような施策も必要である。

（保）ワースト２。規範意識の醸成について

は保護者・児童・教職員共に「そう思う」はま

だ少ない。また，否定的評価は昨年度と変わっ

ていない。「あまりそう思わない」児童につい

て丁寧な支援・指導が必要である。学校生活で

のルールの凡事徹底など基本的な生活習慣面も

含めて教職員で共通理解のもと，指導を進めて

いく。規範意識の向上が本校の課題の一つと教

職員も強く認識して指導していく必要がある。
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学校評価結果(経年比較)及び考察 R6→R7 錦町立木上小学校

１３　いじめや問題への対応

１４　安全と事故防止

１５　健康教育と食育の推進

１６　環境の整理・美化
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数値の減少は見られるものの依然として保護者・

児童に否定的評価が見られ課題である。定期的，ま

た必要に応じて，いじめ不登校対策委員会を開催し，

共通理解を図りながら取り組んで対応してきている。

また，保護者からの問い合わせ，相談には即時，丁

寧に対応をしてきているが，取組の情報公開等を更

に進め，理解をしていただくべく努めていかなけれ

ばならない。児童への迅速な対応や保護者への十分

な説明がまだ不足していた可能性もあると真摯に捉

える必要がある。教職員の対応の仕方についての更

なる共通理解・共通実践を図っていく必要がある。

安全，事故防止については日頃から指導・支援を

行ってきている。しかし，保護者での「そう思う」

の割合が半数程度であり，否定的評価も見られるの

で，その原因を明らかにすることが急務である。今

後は更に安心・安全な生活を意識付けさせるととも

に，登下校中や地域での事故防止により一層取り組

んでいく必要がある。学校が行っている安全面での

取組を保護者へ啓発することも考えていく。児童の

否定的評価への早急な対応とともに，教職員は安全

教育年間指導計画に則って，意識的な指導をしてい

かなければならない。

肯定的評価が多く見られたが，保護者・児童

ともに否定的評価が少なくなるよう更なる改善

が必要である。健康・安全面において，特に養

護教諭を中心に毎月の保健指導，検診結果をも

とにした受診，改善への働きかけ，けがや感染

症予防の取組，給食・食育担当を中心に食育の

様々な取組を行ってきている。教職員は自信を

もって「そう思う」と言えるように，今後，更

にわかりやく啓発していく必要がある。

肯定的評価が多いが，特に保護者・教職員の

「そう思う」の割合が増えるよう，できるとこ

ろから着実に環境整理・美化に取り組んでいく

必要がある。また，否定的評価についても更に

減少するよう花壇整備や掲示の工夫・改善を進

めていく。また，児童への身の回りの整理整頓

などを支援していく。
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学校評価結果(経年比較)及び考察 R6→R7 錦町立木上小学校

１７　施設・設備の安全管理

１８　学校の取組等がわかる情報発信

１９　教育活動への参加

２０　家庭や地域との連携協力
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定期的に安全点検を実施し，修繕等が必要な

部分は改善するように努めているが，今後も継

続していく。教職員で「そう思う」の数値が減

少しているので，原因をつかみ，対応をしてい

く。学校施設・設備がやや老朽化している所も

あるが，早期発見を心がけ，教育委員会とも連

携しながら，早期修繕に務めていく。

おおむね肯定的評価をいただいている。保護

者の「そう思う」の割合が増えているものの，

否定的評価が増えており課題である。学校便り

を月２回，学級通信をほぼ毎週と発行を重ねて

いる。ホームページについても継続的に更新，

向上を図り，情報発信を心がけている。安心安

全メールの活用も使用頻度を更に高め，情報発

信に努めていく。有用な情報発信になるよう心

がけ，「そう思う」割合が増加するように職員

の共通理解を図り，取り組んでいく。

（保）ワースト６。保護者の数値は改善されて

いる。質問項目で主体が「保護者は」「学校は」

と違うため単純比較はできないが，保護者の参加

率を上げるための学校としての努力を積み重ねて

いく。学校支援ボランティアやＰＴＡ，行政，地

域の方々とは連携を図り，参加・協力をいただい

ている。今後も継続して，学校便りや学級通信，

ホームページ等で情報発信し，保護者や地域の

方々が学校の教育活動に参加しやすい体制を整え

ていく。

肯定的評価の数値の改善が見られた。各種行

事やＰＴＡ行事，学校支援ボランティアに協力

いただいている体験活動等，特色ある取組を継

続し，連携協力を深めていく。今後も情報発信

に努めながら，家庭・地域との連携・協力体制

を見直していくことが必要であり，保護者の否

定的評価の改善を目指す。
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学校評価結果(経年比較)及び考察 R6→R7 錦町立木上小学校

２１　読書活動の推進・充実

２２　学力向上（家庭学習）

２３　基本的生活習慣

２４　働き方改革
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昨年度ワースト５から改善が見られたが，全対象で否定

的評価が見られる。「そう思う」割合は保護者・教職員で

まだ低い状況で，特に教職員で大きく減少した。課題意識

を強くもっていると言えるので，今後は共通理解のもと，

学校総体として年間を通しての読書活動推進の計画を見直

していかなければならない。また，普段の読書推進の取組

に学級差があったことは否めないので，共通実戦に向けて，

読書の機会を増やし，本好きの児童を育成していくことに

取り組んでいくことが必要である。現段階で図書担当を中

心に図書関連の行事・イベントの開催などを行ってきてい

るので，それを生かしながら，今後読み聞かせボランティ

アの活動とも連携し，ＰＴＡや地域を巻き込んでの活動を

考えていく。

（保）ワースト４。保護者・児童に否定的評価

が見られる。「そう思う」の割合については，保

護者・児童とも改善が見られる。教職員の「そう

思う」はまだ数値が低く，十分な取組には至って

いないことが伺える。家庭との連携を図りつつ，

保護者のニーズにも応えながら，児童の学力向上

が効果的にできる取組を検討していく必要がある。

タブレットの持ち帰りやｅ-ライブラリー等活用の

家庭学習も視野に入れながらの取組を検討してい

く。

（保）ワースト５。質問項目で主体が「保護者は」「学

校は」と違うため単純比較はできないが，保護者で特に否

定的評価が見られる。教職員で「そう思う」の割合も減っ

ている。今後も基本的生活習慣の改善のために，学校側の

指導・啓発を更に進めていく。具体的にはノーメディアの

日や長期休業中の健康チェックカード，早寝・早起き・朝

ごはん，親子歯みがき等を継続的に啓発し，家庭と連携し

て取り組んでいくことが必要である。また，家庭内での基

本的生活習慣も含まれるので，ＰＴＡと連携し，懇談会や

各種行事等で基本的生活習慣の定着に向けた指導や家庭・

地域への啓発，外部専門家による講演，講座の開催等も視

野に入れながら検討を進めていく必要がある。

肯定的評価は若干増えたが，否定的評価がまだ２

割弱見られる。「そう思う」の割合も低下している。

働き方改革については，教職員個別に改善された点，

課題点を整理するとともに，今後もワーク・ライ

フ・バランスや労働安全衛生委員会での提言を踏ま

えて共通理解を深めながら改善を進めていく。次年

度に向けて日課の見直しや時数の見直し・スリム化，

若手にベテランの先生方の仕事のノウハウや生活と

のバランスを学ぶなどのＯＪＴを進めていく。

学校関係者評価なし
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学校評価結果(経年比較)及び考察 R6→R7 錦町立木上小学校

２５　粘り強さ ２６　協力

２７　体力つくり

２８　先生からの褒め励まし ２９　時間を守る・席に着く

３０　授業で話す・発表する ３１　時間いっぱい掃除
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

児童R6
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その他の実態調査経年比較
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木上小学校の教育活動に対する率直な評価をいただき、心より感謝申し

上げます。 

保護者の皆様のうち、２３のアンケート項目すべてにおいて８割以上の

方が肯定的な意見をもたれており、更にその中の１８項目については９割

以上の方が肯定的な意見をもたれていることがわかりました。特に、９「友

だちへの思いやり」については９９％、１６「学校の整理・美化」、１７

「施設・設備の安全管理」については９７％と非常に高い評価をいただき

ました。しかし、７「あいさつ、礼儀の励行」については８２％と他と比

べて圧倒的に低い評価となっており、１２「規範意識」（８５％）と合わ

せて、児童が規則を守れていなかったり、礼儀やマナーが不十分だったり

する現状が示されており、本校の課題であると捉えております。 

高く評価していただいたものについては、より充実した教育活動となる

ように取組を推進するとともに、評価が低かった項目及びご意見をいただ

いた内容につきましては真摯に受け止め、その改善に向けて取り組んでま

いります。 

今後とも、学校、家庭、地域が一体となって、木上っ子の健全育成に取

り組んでいけますよう、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

錦町立木上小学校     

校長 新宮 愛智  


